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フィールド実験の目的

水道スマートメータにより収集される水道使用の1時間値を活用し、時間帯別料金制度を

（仮想的に）導入することにより、

• ピーク時の水使用がどの程度平滑化するのか

• どのような人がピークシフトをするのか／しないのか

• 人々はどのように感じるのか

を明らかにする



フィールド実験の概要 （1）参加者の募集

• 吹田SSTにて

• 水道メーターにアタッチメント部及び無線機部を設置すること

• 水道使用量データを吹田市水道部に無線送信で提供すること

についての承諾書を提出している325家庭（2024年11月時点）を対象

＜吹田市より＞ ＜一橋大学より＞

【参加者】

応募数 56家庭
最終的には、47家庭
（9家庭は途中で脱落）



フィールド実験の概要 （2）ピーク時間の設定

2023年10月の吹田市の平均使用量を参考に、150ｍ3/ｈを超える時間（18時～22時）を
ピーク時間とした

ピーク時間



フィールド実験の概要 （3）想定した料金

2023年11月8日（金）～21日（木）の2週間、下記の料金制度が導入されたと想定して生活



フィールド実験の概要 （4）仮想的な値上げの状況

• 基本は、2000円分の謝礼の支払い

• ピークシフトを行わないと、謝礼が2000円から減額

• ピーク時間18時～22時の使用量割合が20%から1％増えるごとに謝礼額が-200円

• 最大10%の増加率分（-2,000円分）まで）

• さらに、終了後アンケートへの回答で、もれなく1000分円の謝礼

（謝礼はアマゾンギフトカードもしくはQUOカード）



インタビュー調査

アンケート調査の中で、インタビュー調査への参加可否を答えてもらい、対面／ZOOMでの半構
造化インタビュー調査を7家庭を対象に行った。

インタビューは、使用量のグラフを提示しながら行った。

• 水道の使い方を「変えよう（もしくは変えない）」と考えた理由

• どのような用途で、どうやって？

• 実際導入されたとしたら？

• 水道料金が時間帯によって異なることへの考え



• 参加家庭 47家庭

• 期間

2024/10/25-2024/11/7（14日間）：ベースとなる水使用（Before）

2024/11/8-2024/11/21（14日間）：介入期間（During）



結果：家庭Aの場合

時間帯別料金制度により20：00、21：00の使用量が減少

変えた用途：

「洗濯」始める時間を遅くした（夜）

「食洗器」開始を遅めに（夜）

「大人のシャワー」 21：30にお風呂に入

ろうと思った時にはあ

と30分待とうと思った



結果：家庭Bの場合

時間帯別料金制度により19：00-21：00の使用量が減少

変えた用途：

「入浴」シャワーの時間を後ろ倒しに（22

時－23時）

「食事の準備」はやめに

「食事の後片付け」食洗器を翌日に



結果：家庭Cの場合

時間帯別料金制度により19：00、20：00の使用量が減少

「入浴」後ろ倒し（22時－23時）

「食事の後片付け」後ろ倒し（22時－23時）



ピーク時間（18時～22時）の水道使用について、どのように行動しましたか



使う時間帯が変わった用途



まとめ

• 時間帯別料金制度を導入することにより、ピークシフトが起きる可能性

• ピーク時間として設定する時間帯や、ピークとオフピークでの料金の差異
等の条件により、ピークシフト行動の大小は変わる可能性がある。


